
サスティナブル中日精工	 D11001 青島　大志	

平成26年度　大同大学卒業研究 
愛知ブランド（中日精工株式会社様）広報計画 

上岡研究室	



目的	

中日精工様は、愛知県豊川市に所在する、機械器具製造業です。同社は、
「特殊歯車事業（主に輸送機器で使用されるギア製造）」と「環境品事業（木
材チップ（＊商品名：モクチック）を活用した消臭剤などを製造販売）」の２つ
の事業で構成されており、中でも同社が開発した「モクチック」の将来性が
期待されています。	  
私は広報研究活動を通して、中日精工様にとっては、所在地である「豊川」
との結びつきが重要だと伺いました。理由は、製造業のアウトソーシングや
グローバル化が進みながらも、国内製造回帰現象が注目されている現在、
地元「豊川」への貢献こそが同社の社会的責任（CSR）だとの認識から来て
いると捉えています。	  
	  
本計画では同社の意義を更に高めるため、「モクチック」にポイントを絞り、	

「豊川」の森林環境保全活動をテーマとしたCSR活動とその広報展開としま
した。	
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製造業の課題①　アウトソーシングが増加	
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（引用：内閣府「２５年度年次経済財政報告）	



製造業の課題②　海外現地生産比率の変化	
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（引用：経産省「２０１２年　我が国製造業の海外現地生産比率の実績と見通し」）	
（引用：中央日報「２０１５年１月６日パナソニックにホンダ・・・ 
　　　　　　　　　　　　続々と日本に帰ってくる企業」）	

海外生産回帰現象	



モクチックとは	

現在CSR活動をしている多くの企業では、資源を循環させる
ことにより地球資源を保全しており、サステナブルマテリアル
（持続可能な原材料）の採用、活用に注目している。	  
	  
２００２年に開発されたモクチックは、木材産業上の資源循環
（＊緑の循環）から漏れてくる廃材を材料とする、画期的な製品
である。	  
	  
＊緑の循環とは、	  

3（伐採）.4（製材）の工程で排出される廃木材
をモクチックに生まれ変わらせる。	
緑の循環からより無駄がなくなり環境保全の
手助けとなる。	
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CSR活動アイデア	

豊川の森林保全活動	  

サスティナブル・中日精工　	
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CSR活動概要	

豊川の森林保全活動	  
サスティナブル・中日精工　	  
	  
豊川近辺の森林を拠点に、間伐材・廃材を集める活動を実施。	  
活動には、豊川周辺の小中高の生徒を招き、保全活動とともにモクチックに関する勉
強会も実施する。	  
間伐材、廃材からできるモクチックの仕組みを理解することで、社会のエネルギー問
題を学び、参加者だけでなく従業員の方の意識も喚起させる。	  
〈実施要項〉	  
・時期：毎月１回　（10：00〜15：00）	  
・内容：勉強会、植林・伐採・間伐材廃材収集などの森林保全活動	  
・同社近郊の森林　（平尾カントリークラブ、豊川公園、権現山など）	  
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CSR活動　他社事例	
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引用：「森林保全分野のパートナーシップ構築のあり方」調査報告書 
　　　　（平成20年度環境省事業）	

企業の環境および CSR の取り組み状況	

立広島大学の学生のみなさん
と「アサヒの森での小屋作り～山
の手入れと間伐材活用について

考える　ワークショップ～」を実施
しています。	

阪急阪神交通社ホー
ルディングスグループ�

里山保全の取組み	

山形県酒田市の活動
地で、国立大学法人
山形大学による、生

態系調査を行います。	

楽天の森調査報告	

「資生堂 椿の森」が誕
生した2009年から201
2年までの間に、合計約

3,450本のヤブツバキ
を植樹しています。	

資生堂	

アサヒビール	



CSR活動　関連企画	

モクチック商品のアフターケア	  
「エコくれてありがとうサービス」	  
①使い終わった消臭木の巾着袋やスプレーの容器を中日精工様の　	  
　　窓口または道の駅などの売り場に持って行くと、新しく購入する消	  
　　臭木の割引するサービス。交換に応じる従業員や店員さんは「い	  
　　つもエコ活動して頂きありがとうございます」という挨拶をする。	  
②また交換回数を記録するスタンプカードを作り、ある一定の数まで	  
　　スタンプが貯まったら、中日精工様の数種類のデザインのオリジナ	  
　　ルエコバッグが入手できるキャンペーンも実施。	  
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広報関連	

•  専用サイト	
本施策専用の活動紹介サイトの構築。	

森林保全活動記録や地元「豊川」住民の人たちとのふれあいの記録などの
情報を発信する。	

	

•  Facebook	
森林保全活動や勉強会などの記録をアップする。	

「豊川」のユーザーやNPO団体、企業の方たちなどとネットで情報交換して
交流もできる。	
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１年間のゼミ活動の総括	

１年間を通してビジネスマナー、企業との関わり方など社会人
に必要な経験が数多くありました。	  
広報をすることは企業のことを知ってもらうと同時に、社内の人
達の意識を喚起させることができると感じました。また、今回PR
動画の企画、撮影、編集という活動をしました。どの作業も未熟
な私には、周りの人達の協力なしでは成し得なかったです。	  
この1年間の活動は将来の自分のために必ず役に立つと思い
ます。とても良い経験になりました。	  
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